
明治38年、ヴォーリズはこの学校の

英語教師に迎えられたが、記録によ

ると、ヴォーリズの給料は県令（知事）

の給料と同額で、校長の1.8倍、一般

教師の4.5倍という高額だった。それ

ばかりか、専用の料理人も付けられ

ていた。つまり、それほどまでにこ

の学校には力が注がれたのである。

この頃、制定された校歌からは、鎖

国が解かれて海外に雄飛せんとする

近江商人のはちきれんばかりの心意

気がうかがえる。これは今も八幡商

業高等学校の校歌として歌われており、

高校の校歌としては全国でも1、2を争

う古いものとなっている。右記はそ

の3番の歌詞である。

さて、ヴォーリズは着任早々から大

変な人気で、自宅で開いたバイブル

クラスには45人もの生徒が押しかけた。

これはキリスト教布教に対するヴォ

ーリズの固い決意によるものであっ

たことは当然ながら、加えて、アメ

リカよりはるばるやって来たヴォー

リズから、少しでもアメリカの文化

や文明を学びたいというのも生徒達

の本音であった。それをうかがい知

る資料として、在校生の1/3が将来

アメリカに行きたいという希望を持

っていたことが当時の進路調査の記

録に残されている。

また、日本の医療事情が不安定だっ

たので、ヴォーリズは多くの薬を持

って来ており、これが欲しいために

来る者もあったと記録されている。

さらに、同僚の先生達も、ヴォーリ

ズのためにコックが作る洋食を楽し

みに来る者もあったという。

ヴォーリズは宗教問題が原因で、わ

ずか2年で教師を免職となったが、

彼はその後も日本に留まり、商業学

校の卒業生である吉田悦蔵らと共に、

建築家として、実業家として、社会

事業家として活躍したことは周知の

通りである。

話は変わるが、明

治までの江戸幕府

の下では、藩は半

ば独立国に近く、習慣も言葉も大き

く異なっていた。庶民が他藩に移住

することは許されず、旅行するので

さえ現代の我々が海外旅行をするよ

りはるかに難しい事だった。こうし

た中、近江商人は藩の国境を越え、

北は北海道から南は九州まで商いに

出掛けた。

つまり、国境を越えて突き進むとい

う点で、ヴォーリズと近江商人には

共通点があり、価値観を共にしてい

たのである。おそらくこれが宗教的

な問題を乗り越え、この町がヴォー

リズを受け入れる大きな力となった

のではなかろうか。

ヴォーリズが商業学校や町の人々に

与えた影響は少なくないが、逆に「陰

徳善事」や「三方良し」の商業倫理

観を確立していた近江商人もまた、

24歳の青年ヴォーリズを育むには充

分だったと考えるべきである。今日、

ＣＳＲ（企業の社会的責任）と言われ

る点において、ヴォーリズと近江商

人は十分共感するところがあったこ

とは疑う余地が無い。

つまり、そうした共感があったれば

こそ、ヴォーリズは教職を追われた

にもかかわらず、終生、八幡商業高

校と、そして近江八幡の人々と固い

絆で結ばれた。建築設計の事業に成

功したヴォーリズは、校舎建て直し

の際には多額の寄付を行い、自らも

設計に携わったのである。

現在の八幡商業高校の建物はヴォー

リズの設計によるものであり、その

玄関には、ヴォーリズ建築独特の重

厚でやさしい雰囲気が漂っている。

天井まで貫く大きな石柱、黒い石作

りの手すりの緩やかな

階段などから、今もこ

の玄関を通る者にヴォ

ーリズの人となりが伝

わってくる。

今日、八幡商業高等学

校はこうした大きな歴

史を背負いながらも、社会の流れ

に押され、平凡な一

県立高校として甘ん

じている。しかし、

この学校がかつての

勢いを取り戻すこと

を多くの県民・市民

が望んでいることは

疑う余地は無い。問

題は日本の商業教育

が抱えるところに通じており、深

刻である。

かつて全国にたくさんあった商業

学校は、現在その数を減らし、反

対に大学の商学部、経済学部が格

段に多くなっている。その多くは

建前として、学問に力が注がれ、

実業の養成はかつての商業学校と

比べるべくもなく、お粗末なこと

が多い。これまでの社会の学歴偏

重の弊害が、本来の商業教育を歪

めていると言えるかも知れない。

120年前、「商業は実業であり、学

問は必要ない」と商業学校の創立

を歓迎しなかった当初の近江商人

の嘆きが今、現実となっているよ

うな気がしてならない。

ビジネスは本来、「読み書き計算（そ

ろばんではない）」「簿記などの商取

引の技術」は言うまでも無く、

「対人マナーや弁論による、

人とのコミュニケーション」「店

舗や商品に対するデザイン感覚」

「マーケット感覚」「商取引の

倫理観、道徳観」…など、人格、

感性、直感が備わっていてこ

そ成り立つものである。学問

的な分析力もこれが前提でな

ければ活かされることはない。この

ように考えてみると、大勢として普

通科から大学に繋がる今日の日本の

商業教育はあまりにも心配であり、

中国の台頭を背景

にしたこれからの

華僑の活躍に充分

対応していけるの

だろうか？…ＭＢ

Ａ（経営学修士）

を持たないと大企

業の社長になれな

いと言われるアメ

リカのビジネスマンに対等に向き合

っていけるのだろうか？…心配は尽

きない。

たとえば今、商業教育の流れを、商

業高校→大学の商学部・経済学部→

ＭＢＡと言うようにイメージしてみる

と、実業と学問が連続してきて、こ

れまでの八幡商業高等学校の教育が、

急に大きな光となって見えて来る。

一方、こうした教育論とは別に、言

葉も習慣も全く異なる日本で、そし

て民族意識の強い日本で、第二次世

界大戦という極限状態を乗り越え、

ヴォーリズが建築や製薬の事業に成

功して来た事を思い出してみると、

根本は人格であり、他人に対する思

いやりである事に気付かされる。ヴ

ォーリズ来日100年を期に、もう一度、

これらのことを心に銘記しておきた

いと思う。

（第3種郵便物認可） 毎　日　新　聞 2005年（平成17年）2月10日（木曜日） 3毎　日　新　聞2005年（平成17年）2月10日（木曜日） （第3種郵便物認可）2

ヴォーリズ
来日100周年
記念特集

【インドの宝石やアラビアの香料、そ

して南の海のサンゴやヨーロッパの

コハクを貿易して買い集め、何万里

という遠いところだがこれを送ろう。

海流に乗り、船に帆を張って風に乗

って行こう。この風は貿易風と言うが、

なんと良い名であろうか。】

しゅぎょく

こう

さ ん ご こ は く

うしお か

ぼう えき ふう
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か きょう

滋賀県立八幡商業高等学校

校長　　疋田　勝司

昭和55年から14年間、教師

生活の中で最も長い期間を、

私はここ八幡商で過ごしま

した。その間、創立100周年

には、生徒たちがヴォーリズ

さんのことを一生懸命に調べ、

その成果を教室に展示してい

たことを思い出します。わ

が校にヴォーリズさんがおら

れたのはわずか2年ですが、今

も校舎のいたると

ころに、そして卒

業生たちの心の中

に脈々とヴォーリズスピリッツが流れ

ているように思います。これからも、

その精神を大切にし、新しい近江商人

を輩出できるよう努力してまいります。

出典／写真集「日本人を越えたニホン人」

文／山田脩治


